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要約　名糖産業 八王子工場のメタノール蒸留塔にヒートポンプを導入し、エネルギー使用量（一次エネ
ルギー換算）を 60％削減するという、画期的な省エネルギーを実現する事ができた。また、本導入事例
を広く周知するために、省エネ大賞に応募を行い、「経済産業大臣賞」を受賞した。蒸留塔の省エネは大
きな課題であり、本事例は課題を解決するための一つの切り口になり得ると思われる。本事例の概要を
紹介する。

1． はじめに

名糖産業は 1945 年に富士製薬として創業し、1953
年に名糖産業に改称し、菓子類の生産を開始した。
1954 年に国内で初めてデキストランの工業化に成功
し、1964 年より八王子工場にて生産を開始した。デ
キストランは、医薬品の原薬や添加剤、工業製品の原
料、食品添加物などに広く使われており、名糖産業は
国内唯一のデキストランメーカーである。

八王子工場では、デキストランだけでなく、醗酵技
術を生かし、レンネット（凝乳酵素）やリパーゼ（脂
肪分解酵素）も生産している。

2． エネルギー管理体制

名糖産業 八王子工場は、2001 年より「環境管理組織」
を編成し、工場の省エネルギーと温室効果ガス排出量
の削減を継続的に進めている。

工場のエネルギーの見える化システムを構築し、改
善箇所の抽出や優先順位の検討を行い、三菱 UFJ リー
スや木村化工機、日本エレクトロヒートセンター等と
連携して技術検討を進め、工場の省エネルギーと温室
効果ガス排出量の削減のための設備投資を計画的に進
めている。

図 1　名糖産業 八王子工場の主力製品 図 2　名糖産業八王子工場のエネルギー管理体制


